2024特別国民スポーツ大会　バレーボール競技　香川県予選会
開　　催　　要　　項　
 主催　     香 川 県 教 育 委 員 会

（公財）香川県スポーツ協会　　　　
主管　　　　香川県バレーボール協会

1．開催期日　　2024年6月30日（日）　午前9時　～

2．会　　場　　坂出高校　体育館　
〒762-0031　香川県坂出市文京町2丁目1番5号　　℡ 0877-46-5125
3．種別及び参加人員
	　　　　　種　　　別
	　 監　督
	　 選　手
	　 小　計

	　　　　成　年　男　子
	　　　1
	　　14
	　　13

	　　　　成　年　女　子
	　　　1
	　　14
	　　13

	　　　　少　年　男　子
	　　　1
	　　12
	　　13

	　　　　少　年　女　子
	　　　1
	　　12
	　　13


　　　　※選手と監督の兼任はできない。
4．競技上の規定及び方法

　　（1）競技規則

　　　　　2024年度（公財）日本バレーボール協会6人制競技規則による。

　　　　　注1　競技は、全試合3セット・マッチとする。　

　　　　　注2　少年のネットの高さは、成年と同規定とする。

　　　　　注3  リベロ・プレーヤー・システムについては、競技規則どおりとする。
　　（2）競技方法

　　　　　各種別ともトーナメント方式とする。3位決定戦は行わない。
　　　　　
5．参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準
　　　 総則5に定めるもののほか、次による。
1 （公財）日本バレーボール協会登録規定により、登録された者で構成されたチームであること。
2 監督・選手は2種別に参加することはできない。
 ③　少年種別に参加する場合

2006年4月2日から、2009年4月1日までに生まれた者。
成年種別に参加する場合

2006年4月1日以前に生まれた者、居住地、勤務地、ふるさとの要件を満たす者。
居住地･･･2024年4月30日以前に届出され、住居を有し、日常生活を送っている。
勤務地･･･2024年4月30日以前に雇用者と契約を締結し、現に主たる勤務実態を有する会
　　　　　 社等の所在地を指す。
ふるさと･･･出身卒業小学校・中学・高校所在地の都道府県から参加できる。
④　成年男女の種別に大学生の参加の際、単一大学で参加できる。（学校所在地での参加は認めら
れない。）
⑤　本大会に参加した選手の中から、大会終了後、香川県バレーボール協会が代表選手を選考し、

ブロック大会に参加する。ただし、チームの構成いかんにかかわらず、チーム名は都道府県名
とする。
6．大会使用球　　
　　　 男子　ミカサ製（V300W）、女子  モルテン製（Ｖ5Ｍ5000）を使用する。
7．チーム構成　

　　　 1チームは監督1名、選手14名以内（少年男女は12名）とする。但し、選手は1８名まで申し込むことができる。そして、試合ごとに14名（少年男女は12名）をエントリーすることができる。なお、選手の変更は競技者番号の変更を含め一切認めないので記入時に十分注意すること。
　　　　監督は、（公財）日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認バレーボールコーチ1・公認バレーボールコーチ2、公認バレーボールコーチ3、公認バレーボールコーチ4のいずれかの資格を有する者であること。

　　　注　参加申込みの際は、資格を証明する登録証または認定証の写しを添付すること。

8．出場手続き　　参加申込書に必要事項を記入し、必要書類を添えて、下記に送付すること。
　　　　　　　  　   【申込み先】　〒762-0031　香川県坂出市文京町2丁目1番5号　
香川県立坂出高等学校　　徳永　智仁　☏0877-46-5125
《添付書類》 ベンチスタッフの資格を証明する登録証又は証明書（写し）
　　　 　　　 ＭＲＳにより出力された「選手一覧」

　　　 　　　 参加料振り込みの領収書（写し）

（注）参加申込書については、香川県バレーボール協会ＨＰからダウンロードすること。

9．参加料　　5,000円（1チーム）
必ず『　大会番号）　カテゴリー）　性別）　チーム名　』で振り込むこと
                    【振込先】振込口座　 百十四銀行　円座支店　普通預金　口座番号0846894

　　　　　　　　　　　　　　　 口座名義　香川県バレーボール協会　代表　中瀬　巳紀生
10. 締切期日　　2024年6月14日（金）必着のこと。
11. 代表者会議　　2024年6月30日（日）　午前9:00～　坂出高校体育館　
　　　　　　　　　　※試合当日に抽選を行うので、各チーム代表者は出席のこと。

12. 表彰　　1位・2位チームを表彰する。

13. その他　　　　　大会参加者は、事前に健康診断を受けること。選手の健康管理については、チーム
及び個人の責任としてこれを受け止め、十分留意すること。なお、競技上の負傷に
ついて応急手当は行うが以後の責任は負わない。
